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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は序章および三幸より成り, 年表 ･索引を付する｡ 序章では, 明治以来の狙裸学研究史を述べ,
狙裸学研究上の問題の所在を提示する. 山路愛山 ･井上哲次郎は, 祖殊学が朱子学の天人合一的自然法的
形而上学であるに対して, 経験主義的人間の独立を提唱したとして, 最初にその歴史的位置付けを行った
が, 山路は租棟学を功利主義的政治学としたに対し, 井上は特に塩練の古文辞学の構造と方法論を紹介し
た｡ 岩崎遵成の ｢租殊研究｣ は, それまでの現株に関する研究を集大成したものであり, 最近の丸山寅男
の業績は, 朱子学の思想形態を連続的思惟, 租裸の復古学を神と自然と人間の分裂と規定し, 人間の創造
的主体を現株の作為 ･制作に求めている｡
古学派の儒学は中国の博学に対し, 日本人として最初の本質的な理解即ち日本の儒学ともいうべきもの
を提示し, その朱子学に対する経験主義的立場よりの批判が, やがて日本の近代化へ連なる- 役割を果し
た｡ しかし祖裸学については, むしろ古文辞学の語学や文献研究の方法論, 護園社が啓いた文詩社中の盛
行が, 大きな歴史的意義を持つようになった｡
第一章では, 宝永年問にいたるまで, 狙裸学が形成される過程を述べる｡ 狙裸は延宝7 年から元禄3 年
まで, 父方庵とともに南総の地に流滴同然の生活を送り, この間に備蓄の読解と自学自習により訓話学の
基礎を築いた｡ 元禄9年柳沢保明 (吉保) に仕官し, 華語 ･華音の研究に傾倒した｡ 現株の古文辞学は,
この華語 ･華音研究が直接に深い影響を及ぼしており, 従来の亀裸の研究において, これが閑却されてい
る点を著者は指摘する｡ 宝永6年狙裸は柳沢藩邸を出て町儒者となり私塾護園が始まり, 同年 ｢護 国随
筆｣ の草定を見たことは, 彼の生涯を画したものである｡丁護園随筆｣ では, 仁斎学を朱子学の立場で批





して, 苛子 ･楊雄 ･張模索等がある. 宝永3年から同5年頃に成立した ｢読有子｣ において, 萄子の性悪
には正面より接近せず, 有子の偽は人為であり自然より峻別される人文であるとし, さらに進んで気質不
変化説を唱えて, 気質の性の不可変を主張するにいたった｡ また孔子に始まり萄子にいたり完成したとさ
れる正名の名辞論理学から, 塩練においては先王 ･後王威名説より時王制作説にまで展開した｡ 塩練学の
特色として, 先王の作為 ･I制作という人為的の人間主体性確立を余りに強調し拡大解釈することは妥当で
はない｡ 亀殊学の本質を限定するならば, 復古学において気質不変化説, 古文辞学において華語 ･華音の
言語学に立つ言語文化論が, 独自性を持つものといえよう｡
第二章は祖裸学の成立と題して, 祖裸の後半生の経歴, 政治的 ･学問的生活を考述し, 古文辞学 ･復古
学の完成にいたる著作の内容を解説している｡ 宝永6年将軍綱吉没して吉保が罷免され, 塩練は致仕して
町儒者となりその後半生が始まるが, その後半生の詳細は従来特に不明な点が多かった｡ 著者 は主 と し
｢但棟集｣特にそのうちの書憤部を精密に考証して, 但裸の幕政への参与, 訳社の創立と運営, 著作の年
代, 或は但殊の家庭 ･健康 ･結婚等の日常生活を明かにすることを務めた0
｢妨道｣, ｢耕名｣ は享保 2 年頃に成った祖裸学の主著ともいうべき著作である0 ｢耕道｣ は復古学説を
体系的に述べた最初のものであり, ｢排名｣ は物と名の関係を明かにし, 道をはじめ徳 ･仁 ･智 ･聖 ･礼
等より三十三条の名をあげて, 古文辞学的解釈の下に古義を考証し, その上に狙裸の学説を展開した｡ 物
とは教の条件で六芸を指し, 先王立つるところの名は教の存するところであり, 道はその名を総称した統
名である｡ 娼裸は道の本源を宋儒のように天に求めずして, ただ敬天畏命を説いている｡ それゆえ, 天人
鬼は自然と同様に不可思議なものであるが, 損裸は先王の制作した粂ネ己や儀礼の対象となるからその存在
を認める｡ 祖裸はまた人性は宋儒の性理ではなく, 気質であるとして, 気質不変化説を唱えた｡ ｢論語徴｣
は但裸の経解中の代表作である｡ 娼裸は六経の本文は早く散逸し, 孔子の時代には伝や記が, 僅かに残っ
ていたとし, 論語は六経つまり先王の道を論定する論であり語であると結論している｡ ｢大学解｣ は先王が
制作した岸 ･序 ･響 ･宗の制即ち学校制度を記述 した大学の解であり,｢中庸解｣ は子恩が老子に対抗して
中庸を著わしたので, 孔子の意は先王の制作した礼楽刑政を教えるにあるが, 中庸は考悌忠信のような卑
近な徳から出発することを説くとした｡ ｢孟子識｣ では孟子は論争の書であり, 先王の道のため墨子学派
よりの禦侮の役割を果したが, 後世に先王の道を誤り伝える結果を残したと批判している｡ ｢太平策｣ は
享保元年に黒田直邦の諮問に応えた時務策であり, ｢政談｣ は特に享保の政治を批判する形をとっている｡
｢明律国字解｣ は将軍吉宗の公事方定書撰定に資した大明律の研究書であり, ｢詩文国字憤｣ は娼裸の漢
詩文論を述べたものである｡
第三章では但裸学を思想史上より評価している｡ 中国では朱子と同時代に, 葉水心 ･陣龍川等の永嘉 ･
永康学が朱子学に対抗して功利主義的思想を展開した｡ 姐裸の制作 ･作為説は, 葉 ･陣より発想されたら
しい｡ 娼裸の作為 ･制作は, 作者は先王であり, いわば実定法として現われているが, 先王は天命に従っ






る｡ 次に娼裸の新説は, 時王の制の考えである｡ 時王の制とは, その時の政権保持者が制定し実施する政
策一般を意味しており, 三代の礼もその時にあっては時王の制であるが, 延いては現時の政治権力の絶体
性をも認める｡ また侶裸の歴史観に文華史観があり, 先王制作の礼楽は文であるが, これも久しい後には
幣を生ずることを免れず, 風俗奮移となり器量弱小となって衰亡するようになると述べている｡
最後に著者は, 姐裸学が日本の近世史の展開の上に, 具体的に演じた役割を述べる｡ 祖裸は荻原重秀の
｢幣は国家の造る所にして瓦疎を以てこれに代うと蜂も而かも行わるべし｣ とする貸幣論を支持して, 元
文の貨幣改鋳は狙裸の意見に関連あるものと思われる｡ また先王の世は封建の世とする関係から, 封建は













本論文の成果として, ほぼ以下の諸点を挙げうるものと思われる｡ H 但裸の経歴, とくに従来不明な点
が多かった彼の後半生の政治的, 学問的生活および家庭, 健康, 結婚等の日常生活を精細に解明 した｡
Ej 古文辞学, 復古学の形成過程とその特質を, ひろく娼裸著作を吟味し, 子細にその業績を検討して, 究
明した｡ 気質不変化説 ･文筆史観の独自性を強調し, 制作 ･作為説の限界を指摘した点などはその例であ
る｡ 国 祖裸学が近世史の展開の上に持つ関連性を考査して, 幾多の新鮮な見解を提示した｡元禄 ･享保の
政治に対する批判や協丸 文詩社盛行の文化史的影響についての論などはその例である｡ なお,′著者は中
国の儒学の理解についても努力しているが, いささか, 不充分と思われる点がないではない｡ これらにつ
いては著者の今後の精進を期待したい｡ しかし本論文によって損裸学研究が大きく進められ, また租裸学
が日本思想史上に持つ意味が頗る明かとなった功績は顕著である｡
よって, 本論文は文学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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